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節
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節
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親
驚
は
そ
の
撰
述
の
中
で
、
諸
経
や
諸
先
師
の
論
述
に
対
し
て
誠
実
で
繊
細

な
解
釈
を
施
し
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
弥
陀
法
の
真
実
を
求
め
て
い
っ
た
。
そ

五

し
て
、
真
実
が
人
間
の
思
惟
の
及
ば
ぬ
所
に
あ
り
、
畢
覚
す
る
所
は
言
説
も
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
境
地
に
至
っ
た
。
ま
た
経
典
や
師
釈
を
拝
受
す
る
と
き
、

自
力
・
騎
慢
の
心
を
伴
い
が
ち
な
「
読
」
「
晶
子
」
よ
り
も
「
聞
」
「
信
」
を
重
要

視
し
、
能
詮
に
囚
わ
れ
ず
、
そ
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
本
意
(
所
詮
)
を
た
ず
ね

ゆ
く
態
度
を
常
に
堅
持
し
て
い
た
。

今
日
、
宗
祖
の
教
え
を
仰
ぐ
私
た
ち
と
っ
て
も
、
聖
教
の
能
詮
(
言
語
表

現
)
は
、
そ
の
所
詮
で
あ
る
弥
陀
真
実
の
法
を
明
か
す
上
で
重
要
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
能
詮
と
所
詮
の
聞
に
は
様
々
な
問
題
や
障
害
が
介
在
し
て

い
て
、
理
解
不
足
や
誤
っ
た
理
解
、
暖
昧
な
理
解
、
偏
っ
た
理
解
等
の
生
ず
る

も
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
典
に
お
け
る
能
詮
と

所
詮
と
に
関
わ
る
諸
問
題
を
究
明
し
て
他
力
真
実
へ
の
道
を
切
り
開
く
一
助
と

し
た
い
。

第
一
章

聖
典
の
解
釈
に
お
け
る
「
能
詮
・
所
詮
」

的
理
論

の
基
礎

「
能
詮
」
と
「
所
詮
」
の
定
義
と
そ
の
適
用
範
囲

一
、
言
語
学
者
ソ
シ
ュ

l
ル
が
提
起
し
て
い
る
「
能
記
」
(
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
)
と

「
所
記
」
(
シ
ニ
プ
ィ
エ
)
を
挙
げ
て
「
能
詮
」
「
所
詮
」
と
の
近
似
性
に
つ
い

て
考
察
し
、
そ
の
適
用
範
囲
が
、
「
語
句
」
「
文
」
「
文
の
集
合
」
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。

第
一
節

一
一
、
『
大
漢
和
辞
典
』
(
諸
橋
轍
次
)
、
『
角
川
新
字
源
』
(
小
川
環
樹

教
語
大
辞
典
』
(
中
村
元
著
)
の
三
辞
典
か
ら
「
能
詮
」
「
所
詮
」
に
つ
い

他
)
、
『
仏



て
ま
と
め
、
そ
れ
が
広
く
一
般
に
言
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
能
詮
」
と
「
所
詮
」

一
、
『
教
行
信
証
』
の
構
造
的
な
捉
え
方
と
し
て
、
「
教
」
を
「
能
詮
」
と
し
て

「
行
・
信
・
証
・
真
仏
土
」
を
「
所
詮
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
視
点
を
変
え

て
見
れ
ば
、
「
教
」
も
単
な
る
能
詮
で
は
な
く
、
「
教
」
そ
の
も
の
の
所
詮

第
二
節

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

二
、
総
序
の
中
の
文
例
に
よ
り
、
各
文
節
に
お
け
る
主
部
・
述
部
の
能
詮
・
所

詮
の
関
係
、
比
喰
的
表
現
の
能
詮
・
所
詮
の
関
係
、
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の

能
詮
・
所
詮
の
関
係
を
考
察
す
る
。

三
、
教
巻
の
文
章
表
現
か
ら
、
「
真
実
の
教
」
と
『
大
無
量
寿
経
』
、
「
如
来
の

本
願
」
と
「
経
の
宗
致
」
、
「
仏
の
名
号
」
と
「
経
の
体
」
等
の
聞
に
お
け
る

詮
の
能
所
関
係
を
考
察
し
、
能
詮
の
有
限
性
と
所
詮
の
無
限
性
を
考
察
す
る
。

第
三
節
慈
恩
の
「
能
詮
・
所
詮
」
と
真
俗
二
諦
説

一
、
慈
思
は
、
経
体
を
文
と
義
の
二
体
と
し
、
名
・
文
・
句
等
を
能
詮
と
言
い
、

文
の
義
を
所
詮
と
し
た
。

二
、
慈
思
は
、
真
俗
二
諦
に
各
々
四
重
の
諦
を
設
け
て
真
と
俗
と
の
関
係
構
造

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
章

浄
土
教
聖
典
の
中
の
「
能
詮
・
所
詮
」
に
関
わ
る
論

龍
樹
の
中
観
に
お
け
る
「
能
詮
・
所
詮
」
の
源
流

一
、
能
詮
・
所
詮
は
言
説
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
源

第
一
節

聖
教
の
能
詮
・
所
詮
に
関
わ
る
諸
問
題

流
は
龍
樹
の
中
観
思
想
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
龍
樹
が
『
中
論
』
に
お

い
て
説
く
、
縁
起
・
空
性
・
仮
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

二
、
龍
樹
は
『
中
観
』
「
観
四
諦
品
」
の
中
で
一
切
諸
法
の
空
性
に
つ
い
て
、

世
俗
諦
・
第
一
義
諦
の
二
諦
を
以
て
説
い
て
い
る
。
第
一
義
諦
は
、
本
来
言

説
で
き
な
い
が
、
仏
は
言
説
を
以
て
衆
生
を
第
一
義
諦
に
導
く
と
一
言
う
。

第
二
節
『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
能
詮
と
所
詮

一
、
『
論
註
』
と
『
浄
土
論
』
と
無
量
寿
経
(
浄
土
三
部
経
)
の
関
係
を
詮
の
能

所
で
考
察
す
る
。

『
浄
土
論
』
の
構
成
か
ら
見
て
、
偶
頒
と
長
行
、
『
論
註
』
の
巻
上
と
巻
下
に

お
け
る
詮
の
能
所
を
考
察
す
る
。

二
、
偽
頚
の
各
句
の
偽
文
と
五
念
各
門
と
の
聞
に
お
け
る
広
・
略
、
詮
の
能
所

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
論
註
』
・
:
帰
納
的
・
:
広
か
ら
略
へ
(
広
・
:
能
詮
、
略
:
・
所
詮
)
『
論
』
・
:
演

緯
的
・
:
略
か
ら
広
へ
(
略
・
:
能
詮
、
広
・
:
所
詮
)

三
、
「
世
尊
我
一
心
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
知
来
」
(
礼
拝
門
・
讃
嘆
門
)
の
意
味
の

切
れ
目
と
句
の
切
れ
目
の
違
い
を
見
る
。

四
、
「
観
察
門
」
で
説
か
れ
る
安
楽
の
荘
厳
は
作
願
の
目
的
内
容
で
あ
る
か
ら

「
作
願
門
」
の
所
詮
と
な
る
。

五
、
「
回
向
門
」
は
「
作
願
門
」
と
呼
応
し
て
改
め
て
作
願
を
強
調
し
て
い
て

「
作
願
門
」
及
ぴ
『
論
』
全
体
の
所
詮
と
な
っ
て
い
る
。

六
、
八
番
問
答
に
お
け
る
逆
誘
摂
取
の
問
題
と
そ
の
所
詮
を
探
る

七
、
曇
驚
の
二
種
法
身
説
に
お
け
る
法
性
法
身
と
方
便
法
身
の
「
不
一
不
異
」
、

一
五
三



「
広
略
相
入
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
実
相
身
」
の
所
詮
が
「
自
利
成
就
」
の

法
性
法
身
、
「
為
物
身
」
の
所
詮
が
「
利
他
成
就
」
の
方
便
法
身
で
あ
る
こ

と
を
明
か
す
。

第
三
章

親
驚
教
学
に
お
け
る
弥
陀
の
真
実
と
方
便

親
驚
教
学
の
中
核
に
あ
る
「
真
実
」
は
、
龍
樹
の
空
思
想
に
基
づ
く
二
諦
説

及
び
他
力
易
行
説
と
天
親
の
『
往
生
論
』
と
を
承
け
た
曇
驚
の
「
二
種
法
身

説
」
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
「
真
実
と
方
便
」
、
「
真
と
仮
・
偽
」
、
「
隠
と
顕
」
、

「
弥
陀
と
衆
生
」
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
適
用
し
、
畢
寛
じ
て
た
だ
一
つ

の
真
実
、
弥
陀
の
本
願
真
実
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

親
驚
の
真
知
観

一
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
お
い
て
親
驚
が
究
極
の
果
て
に
得
た
所
詮
は
、
龍
樹

の
「
第
一
義
諦
」
で
あ
り
、
天
親
、
曇
驚
の
「
一
法
句
」
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
究
極
の
所
詮
は
一
知
に
帰
す
る
。
真
如
と
し
て
、
浬
紫
、
滅
度
、
無
為
等

の
十
二
異
名
を
挙
げ
て
い
る
。

第
一
節

一
一
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
お
い
て
親
驚
は
、
曇
驚
の
「
二
種
法
身
説
」
を
承
け

て
、
真
如
(
一
知
)
を
法
性
法
身
と
し
、
衆
生
を
済
度
す
る
た
め
、
形
を
あ

ら
わ
し
た
姿
を
方
便
法
身
と
し
て
い
る
。

三
、
『
自
然
法
爾
章
』
に
お
け
る
「
自
然
」
と
「
無
上
仏
」
に
は
弥
陀
真
実
の

究
極
の
所
詮
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
自
然
」
の
定
義
と
し
て
「
自
」

は
「
お
の
づ
か
ら
」
と
い
い
、
「
然
」
は
「
し
か
ら
し
む
」
、
い
ず
れ
も
人
間

の
は
か
ら
い
が
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
「
法
爾
」
も
「
本
来
あ
る
が
ま
ま
」

一
五
四

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

四
、
親
驚
の
言
う
真
実
は
第
一
義
諦
、
法
性
法
身
で
あ
り
、
方
便
、
仮
は
世
俗

諦
、
方
便
法
身
で
あ
る
。
ま
た
阿
弥
陀
仏
は
真
実
そ
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。

法
・
報
・
応
の
三
種
身
は
真
実
か
ら
出
現
し
た
も
の
で
、
不
一
不
異
で
あ
る

と一言、っ。

親
驚
教
学
に
お
け
る
真
実
と
方
便
の
構
造
的
関
係
の
考
察

一
、
親
驚
は
「
真
と
仮
(
化
)
」
、
「
隠
と
顕
」
等
に
つ
い
て
二
諦
説
を
基
盤
と

し
て
考
え
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
お
い
て
も
仮
設
さ
れ
た
能
詮
・
所
詮
に
執
着

す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
自
在
に
頭
を
切
り
換
え
て
真
の
所
詮
を
求
め
て
い
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。

第
二
節

二
、
親
驚
は
、
無
量
寿
経
に
も
、
仮
(
化
)
の
要
素
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
厳
し
く
見
つ
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
解
釈
に
つ
い

て
は
自
分
の
偽
ら
ざ
る
心
と
の
一
致
点
を
見
出
す
た
め
に
辛
労
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
二
諦
説
に
支
え
ら
れ
た
仮
(
化
)
の
存
在
価

値
と
そ
の
限
界
を
見
つ
め
、
人
間
の
思
惟
範
囲
内
の
も
の
を
す
べ
て
仮
と
し

た。

三
、
『
化
身
土
巻
』
に
お
け
る
寸
三
経
隠
顕
」
の
問
題
を
考
察
し
、
第
十
九
願

と
『
観
経
』
、
第
二
十
願
と
『
阿
弥
陀
経
』
は
顕
の
面
で
は
仮
で
あ
る
が
、

文
義
の
奥
(
隠
)
に
は
弘
願
門
に
導
く
た
め
の
「
要
門
」
、
「
真
門
」
と
し
た

親
驚
の
意
図
を
、
能
詮
、
所
詮
の
面
か
ら
探
る
。

西
田
哲
学
に
お
け
る
自
覚

一
、
自
覚
と
は
自
己
限
定
で
あ
り
、
自
己
が
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
こ
と
、

第
四
節



自
己
が
自
己
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
自
己
が
」
の
面
が
ノ
エ
シ
ス
面

で
「
自
己
を
」
の
面
が
ノ
エ
マ
面
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
能
詮
す
る
自

己
と
所
詮
の
自
己
が
見
ら
れ
る
。
ノ
エ
シ
ス
面
は
ノ
エ
マ
面
に
対
し
て
絶
対

無
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。

二
、
西
田
は
、
「
存
在
の
場
」
と
し
て
プ
ラ
ト
ン
の
「
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
」
か
ら

「
場
所
」
と
名
づ
け
る
も
の
を
想
定
し
た
。
そ
れ
は
フ
ッ
サ

l
ル
の
「
意
識

の
野
」
で
あ
り
、
自
己
を
空
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
り
の
ま
ま
に
映
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

全土
小口

論

親
驚
教
学
は
、
数
多
く
の
経
・
論
・
釈
の
中
か
ら
浄
土
教
の
所
詮
と
す
る
弥

陀
真
実
の
法
に
私
た
ち
を
導
く
指
標
で
あ
る
。
私
た
ち
は
親
驚
の
撰
述
を
通
し

て
数
々
の
聖
教
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
能
詮
は
必
ず
し
も
真

実
へ
の
安
易
な
一
本
道
で
は
な
い
。
親
驚
は
空
思
想
と
二
諦
説
を
基
盤
と
し
て

真
実
を
求
め
る
中
で
、
聖
教
の
能
詮
に
お
け
る
「
仮
」
の
存
在
を
真
実
に
導
く

方
便
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
仮
の
所
詮
に
甘
ん
じ
る
こ
と
を
厳

し
く
誠
め
た
。
そ
の
意
は
「
化
身
土
巻
」
の
中
に
強
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。
自

力
の
無
功
性
を
自
覚
し
、
仮
を
離
れ
る
こ
と
が
「
他
力
へ
の
回
心
」
で
あ
り
、

真
実
の
所
詮
で
あ
り
、
親
驚
に
と
っ
て
の
「
信
の
一
念
・
行
の
一
念
」
で
あ
っ

た
。
聖
教
の
能
詮
は
私
た
ち
衆
生
を
し
て
真
実
に
至
ら
し
め
る
仏
の
方
便
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
正
受
し
な
い
限
り
は
所
詮
の
真
実
信
心
は
得
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
角
度
か
ら
の
研
究
も
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

聖
教
の
能
詮
・
所
詮
に
関
わ
る
諸
問
題

聖
教
の
能
詮
・
所
詮
に
関
わ
る
問
題
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
五
五


